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「平成２８年度現場研修会」開催のお知らせ 
～ 近代土木遺産の現場研修 in 和歌山 ～ 

 

平成１９年度より継続開催しております近代土木遺産の現場研修会も、１０年目を迎えることとなり 

ました。特に平成２４年度からは近畿支部の創立５０周年を記念し、建設コンサルタントの取り組み事 

業が社会に貢献していることを広く理解して頂くため、支部会員のご家族にも参加できる企画を続けてき 

ております。 

今回の研修場所は、県下に土木遺産が広く点在する和歌山県内とし、南海紀の川橋梁、加太港から紀淡海 

峡に浮かぶ「友ヶ島」に渡り、砲台跡  弾薬支庫跡などの土木遺産を視察する予定です。土木遺産から歴史と土木の重要 

性を学ぶとともに、私たちが将来に向けてどのような基盤土木施設を創出し残していくべきかを考え、社 

会資本整備の大切さをご家族にも理解頂ける良い機会になればと願っております。 

業務ご多忙のところとは存じますが、是非ご家族お揃いで参加くださいますようご案内申し上げま 

 す。なお、本現場研修会は、「近畿支部地域部会 和 歌 山 地域委員会」の協力を得て開催いたします。 

 

記 

１．主       催 ：（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 技術部会 技術委員会 

２．開 催 日 時 ：平成２８年８月３日（水）【雨天決行】 

３．集 合 場 所 ：ＪＲ和歌山駅東口・・別添案内図参照 

４．集 合 時 間 ：９時３０分（時間厳守願います。なお、昼食は用意いたします。） 

５． 研 修 場 所 ：寄合橋、南海紀の川橋梁、友ヶ島内の砲台跡等（加太港より船） 

           ※荒天により航海不可の場合は、橋本・九度山方面に変更 

６．研 修 行 程 ：（別添行程表，ルート案内参照） 

７．参 加 対 象 ：建コン協近畿支部会員とその御家族様（※ご家族様だけでの参加は出来ません。） 

８．定       員 ：８０名 

９．参  加   費 ：２,０００円（支部会員のみ、当日徴収します。ご家族様は無料です。           ） 

10． Ｃ Ｐ Ｄ ：建設コンサルタンツ協会 ＣＰＤプログラム登録行事（申請中） 

11． 申 込 期 限：平成２８年７月２２日（金） 

12． 申 込 方 法：別添申込書に必要事項を記入の上、建コン協 近畿支部事務局までＦＡＸ願います。 

13． 注意事項  ： 

・参加は、支部会員の同伴を原則とし、ご家族様だけでの参加は出来ません。 

・参加費は、支部会員のみ徴収します。ご家族様に関する費用については協会にて負担します。 

・万一事故の場合、協会は金銭的責任を取りかねますので、業務上出張の方以外はお受けでき 

 ません。なお、同伴されるご家族の方につきましては、協会負担にて傷害保険に加入致します。 

・参加者におかれましては、熱中症対策として、帽子、十分な水分等ご準備の程お願いします。 

14．そ  の  他： 

・申込み書に記入頂いた E-mail 宛に参加証をメールにて送信します。当日は、印刷した参加証を 

研修会実行委員に示し受付を行ってください。 



日　時　：　平成２８年８月３日（水）　９時３０分集合、９時４５分出発
集合場所：　ＪＲ和歌山駅東口

往路時刻表（紀州路快速） 復路時刻表（紀州路快速）

ＪＲ大阪発 ＪＲ天王寺発 ＪＲ和歌山着 JR和歌山発 ＪＲ天王寺着 ＪＲ大阪着

7:14 7:42 8:50 17:10 18:23 18:43

7:28 7:51 9:02 17:28 18:38 18:58

7:31 8:00 9:13 17:57 19:08 19:28

復路時刻表（南海電車）

和歌山市発 南海難波着

16:48 17:56

16:59 17:59
17:29 18:29

【集合場所案内図】

平成２８年度　近代土木遺産現地研修会（in和歌山県）

集合場所

（バス配車場所）

白浜方面

大阪方面



日時：平成２８年８月３日（水）

9:30 集合 9:45 出発 10:00着 10:20 発

※1

10:30着 11:00 発

11:30 着 11:50 出港 12:10 着 15:30 出港

※2、※３

15:50 着 16:10発

16:40 着 16:45 発 17:00 着

※4

※1 駐車スペースがないため路上駐車となります。

※2 昼食は、乗船前に個々に弁当とお茶を配布し友ヶ島にて食べて頂きます。

昼食場所は、到着桟橋の近くにて約30分間を予定しています。

※3 昼食後、語り部団体『観光ガイド和歌山』の松浦光次郎氏に案内をして頂きます。

観光コースは、桟橋から第３砲台跡、展望台にかけて約2時間（13:00～15:00）

第3砲台跡に入るにあたり、懐中電灯が必要で各自、持参をお願いします。

友ヶ島の出向時間が15:30となっていますので時間厳守でお願いします。

※4 南海電車で帰られる人がいれば経由いたします。

【 日 程 表 】

加太港

バス
11.5km（約 30分）

船
（約20分）

南海紀ノ川橋梁
バス

2.5km（約10分）

平成２８年度　近代土木遺産現地研修会（in和歌山県）

バス

バス

加太港
12.5km（約30分）

バス

南海和歌山市駅 ＪＲ和歌山駅（東口）
3.5km（約15分）

寄合橋ＪＲ和歌山駅（東口）

友ヶ島

3.2km（約15分）

船
（約20分）



【寄合橋】

和歌山市寄合町
昭和16年(1941)
上路コンクリートアーチ　1連
和歌山城の外堀“市堀川（しほりかわ）”には多くの橋が架かって
いました。江戸時代は、“寄合町”“卜半丁”“駿河町”“福町”は、
四丁町（よんちょうまち）と呼ばれ裕福な商人の町で、寄合町には
「寄合橋」が架かり、橋のたもとには火の見やぐらが設けられて
いました。現在の橋は昭和16年に完成した鉄筋コンクリート橋で、
和歌山大空襲の焼夷弾を数多く受けています。

【紀ノ川橋梁(上り線) (南海本線)】

和歌山市　南海電気鉄道　紀ノ川－和歌山市間
明治36年（1903）
上り線　627m　単線　ペンコイド・アメリカンブリッジ製
下路曲弦プラットトラス（ピントラス）　62.1m　3連
まず現在の南海本線上り線が紀の川に架けられた。ピン結合による
プラットトラス橋3連を、16連と3連のガーダー橋が挟む形である。
上り線はアメリカ合衆国のAアンドP・ロバーツ設計、
アメリカン・ブリッジ製造。

【紀ノ川橋梁(下り線) (南海本線)】

和歌山市　南海電気鉄道　紀ノ川－和歌山市間
大正11年（1922）
下り線　627m　単線 下路曲弦ワーレントラス　62.4m　3連
隣接して下り線用の橋梁が架けられ、この区間が複線化された。
この下り線の桁はワーレントラス橋3連を、16連と3連のガーダー橋
が挟む。国産である。

【友ヶ島】

和歌山市加太
第1,2,3,4,5砲台跡  紀伊防備隊の海軍聴音所、弾薬支庫跡
友ヶ島灯台
紀淡海峡に浮かぶ友ヶ島は地ノ島、虎島、神島、沖ノ島の総称名
です。
明治時代に旧日本軍により、外国艦隊の大阪湾への進入を防ぐ
目的で、沖ノ島内5箇所と虎島に砲台や防備衛所が造られた。
第二次世界大戦までは要塞施設として一般人の立入は禁止され、
当時の地図や地形図にも白く塗りつぶされて記載されなかった。
後の第二次世界大戦は航空戦主体となり、対艦用に造られた砲台
は使用されることのないまま終戦を迎えた。
戦後は友ヶ島全体が瀬戸内海国立公園に指定された為、終戦時
に爆破処分された第2砲台以外は軍事施設跡が比較的良好な
状態で残っている。第3砲台は映画や雑誌などのロケで使用される
ことがあり、2003年には土木学会選奨土木遺産に選ばれた。

※上記、写真等は、インターネット上に公開された資料より引用
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日時：平成２８年８月３日（水）

9:30 集合 9:45 出発 10:00着 11:30 発

11:45着 13:00 発

※1

14:10 着 15:25 出発 15:45 着 15:50 出発

※2 ※3

17:00 着

※1 昼食として、弁当とお茶を配布。各自にて散策。

※2 周辺を散策。（徒歩にて真田ミュージアムなど）

※3 南海電車で帰られる方は、下車

バス
水ときらめき紀の川館

3.9km（約15分）

平成２８年度　近代土木遺産現地研修会（in和歌山県）　

バス
47.5km（約1時間10分）

ＪＲ和歌山駅（東口） 解散

【荒天航海不可時日程表】

バス
和歌山城

バス
44.5km（約 1時間10分）

九度山道の駅
『柿の郷くどやま』 バス

7.5km（約20分）
橋本駅

ＪＲ和歌山駅（東口）
4.0km（約15分）



【水ときらめき紀の川館】

和歌山市有本462
紀の川館は皆様に楽しく紀の川を学んでいただける施設です。
紀の川大堰をわかりやすいコンピューター グラフィックスで紹介
しています。魚たちが川の中を行ったり来たりできるように、堰には
「魚道」という通り道が作られています。紀の川大堰では、魚の種類
によって 好きな道を選べるように、３種類の道がつくられています 
アユの遡上実績で定評のある階段式魚道を通る魚の様子を
真横から観察することができます

【和歌山城】

和歌山市一番丁
徳川御三家の一つ紀州藩紀州徳川家の居城である。
城跡は国の史跡に指定されている。
特徴としては時代によって異なる石垣の積み方などがある。
それに、豊臣・浅野時代の石垣には刻印された石垣石がある。
模様は約170種類、2,100個以上の石に確認されているが、
その大半が和泉砂石である。

【道の駅「柿の郷くどやま」】

 和歌山県伊都郡九度山町入郷5-5 
道の駅「柿の郷くどやま」は、この地域を訪れる人々に九度山町の
魅力を提供する観光拠点です。施設内には、世界遺産や真田幸村
の情報を発信する「世界遺産情報センター」や、和歌山県内で採れ
る農作物を販売する「農産物直売所」、九度山名産の柿を使った
創作パンを販売する「ベーカリーカフェ」などがあり、見どころ満載
の施設です。

【九度山・真田ミュージアム】

和歌山県伊都郡九度山町九度山1452-4
真田昌幸、幸村、大助の真田三代の軌跡と十四年間という幸村の
生涯で一番長い時間を過ごした九度山での生活をパネル展示と
ドラマ仕立ての映像により紹介します。
入場料金（一般入場券）500円  小人（小学生・中学生）250円

【真田庵（善名称院）】
【真田宝物資料館】
【真田古墳（真田の抜け穴伝説）】
【対面石（弘法大師ゆかりの場所）】
【旧萱野家（大石順教尼の記念館）】
【米金（九度山焼）】
【松山常次郎記念館（郷土が生んだ政治家・松山常次郎氏）】

※上記、写真等は、インターネット上に公開された資料より引用
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平成28年度　和歌山県の近代土木遺産研修　施設の紹介(非常時）
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 FAX 送信状は不要です  

FAX  06-6945-5892 

(一社)建設コンサルタンツ協会 近畿支部   

 

「平成 28 年度 近代土木遺産の現場研修会 in 和歌山」参加申込書 

 

日   時 ： 平成２８年８月３日（水）【雨天決行】 

集 合 場 所 ： ＪＲ和歌山駅東口 

集 合 時 間 ： ９時３０分 

申 込 期 限 ： 平成２８年７月２２日（金） 

 

 支部会員 

会社名  

所 属  

TEL/FAX  

E-mail （参加証送信用）

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)  

携帯電話 （当日緊急連絡用）

 

 同伴者（１）               同伴者（３） 

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)  氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)  

生年月日  生年月日 

性別  性別 

 

 同伴者（２）               同伴者（４） 

氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)  氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)  

生年月日  生年月日 

性別  性別 

 
※同伴者は傷害保険に加入するため、氏名（ふりがな）、生年月日、性別が必要となります。 

  


